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(57)【要約】
　図示のデバイスおよび方法は、関節内視鏡手術の際、
体液溢出の最小化を実現する。この体液溢出最小化デバ
イスによって、外科医は、関節内視鏡手術処置の間、術
野を囲む軟部組織から過剰な液体を排出することが可能
となる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体液溢出最少化デバイスであって：
　その内部に排出腔を配置させる螺旋構造であって、遠位端、近位端、および、関節内視
鏡装置の上に除去可能的に配置するのに十分な大きさと形状を持つ内径を有することを特
徴とする前記螺旋構造；
　前記螺旋構造の外面に配置され、前記排出腔と液的に連通する複数の排出口；および、
　前記排出腔と液的に連通する、前記螺旋構造の近位端に配置される流体ポートを含み、
　前記複数の排出口が、過剰な液体の、手術部位を囲む組織からの排除を可能とすること
を特徴とする体液溢出最少化デバイス。
【請求項２】
　前記流体ポートと液的に連通する真空供給源をさらに含むことを特徴とする請求項１記
載の体液溢出最少化デバイス。
【請求項３】
　前記流体ポートと液的に連通する吸い込み口をさらに含むことを特徴とする請求項１記
載の体液溢出最少化デバイス。
【請求項４】
　前記螺旋構造が、平坦チューブを含むことを特徴とする請求項１記載の体液溢出最少化
デバイス。
【請求項５】
　関節内視鏡手術を実行するためのシステムであって：
　関節内視鏡装置；および、
　前記関節内視鏡装置の外径の周囲に配置される体液溢出最少化デバイスであって、その
内部に排出腔を配置させ、かつ、遠位端、近位端、および、関節内視鏡装置の上に除去可
能的に配置するのに十分な大きさと形状を持つ内径を有する螺旋構造、および、前記螺旋
構造の外面に配置され、前記排出腔と液的に連通する複数の排出口を含む前記体液溢出最
少化デバイスを含むことを特徴とするシステム。
【請求項６】
　前記排出腔と液的に連通する真空供給源をさらに含むことを特徴とする請求項５記載の
システム。
【請求項７】
　真空供給源に結合するアダプターをさらに含み、前記アダプターが、前記螺旋構造の近
位端に配置されることを特徴とする請求項５記載のシステム。
【請求項８】
　前記関節内視鏡装置が、滑らかな表面の作業カニューレを含むことを特徴とする請求項
５記載のシステム。
【請求項９】
　前記関節内視鏡装置が、ネジ溝付き表面を有する作業カニューレを含むことを特徴とす
る請求項５記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、関節内視鏡手術の分野に関し、さらに詳細には、肩の関節内視鏡手術の際の
体液管理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最小侵襲手術の際、手術用具、例えば、トロカール、カニューレ、および、医用光学装
置、例えば、内視鏡、膀胱鏡、関節内視鏡、腹腔鏡などを含む光学装置は、小さな切開創
または入口を通じて患者の体または体腔に挿入され、患者の体内において手術処置を実行
するよう操作される。最小侵襲外科処置は、開放手術よりも安全であり、より速やかな患
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者の回復、より短い入院滞在期間、およびより低い健康管理コストをもたらす。したがっ
て、侵襲度を最小に留めることは常に重要であり、この目標を実現する装置および方法は
常に求められている。
【０００３】
　最小侵襲外科技術が利点とされる一つの領域は、肩の手術である。肩の手術は、ここ数
年で、開放的外科処置から関節内視鏡による術処置へと進化している。この進化は、装置
、用具、およびインプラントにおける技術的進歩の結果である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　手術時、関節を広げ、出血をコントロールするために、流体が手術部位に導入される。
肩の内視鏡手術に関わる大きな不安は、体液の溢出である。体液の溢出とは、細胞間液、
例えば、血液、還流液、または薬剤の、注液部位周囲の組織への移動である。肩および肩
周辺領域の軟部組織へ漏れ出た液は、患者に対し有害な作用をもたらす。このような作用
のいくつかとして、気管圧迫、関節部における血液または凝固塊の蓄積（関節血症）、静
脈における血液凝固塊の形成（血栓静脈炎）、動脈損傷、神経損傷、関節周囲の血管およ
び神経の圧迫（仕切り症候群）、および感染が挙げられる。これらの作用は、より長い回
復期間をもたらす外、患者の苦痛および不快を招く。手術の際に起こる体液溢出はさらに
、手術がまだ終わらない内に術野の閉塞をもたらすことがあり、このため、外科医は無理
矢理処置を急いで済ませなければならなくなる。体液溢出によって引き起こされるこのよ
うな作用があるので、肩の内視鏡手術時における体液溢出を抑えるための装置および方法
が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題は、以下の各発明によって解決される。
【０００６】
　請求項１記載の発明によれば、体液溢出最少化デバイスであって、その内部に排出腔を
配置させる螺旋構造であって、遠位端、近位端、および、関節内視鏡装置の上に除去可能
的に配置するのに十分な大きさと形状を持つ内径を有することを特徴とする前記螺旋構造
であり、前記螺旋構造の外面に配置され、前記排出腔と液的に連通する、複数の排出口お
よび、前記排出腔と液的に連通する前記螺旋構造の近位端に配置される流体ポートを含み
、前記複数の排出口が、過剰な液体の、手術部位を囲む組織からの排除を可能とすること
を特徴とする体液溢出最少化デバイスである。
【０００７】
　請求項２記載の発明によれば、前記流体ポートと液的に連通する真空供給源をさらに含
むことを特徴とする請求項１記載の体液溢出最少化デバイスである。
【０００８】
　請求項３記載の発明によれば、前記流体ポートと液的に連通する吸い込み口をさらに含
むことを特徴とする請求項１記載の体液溢出最少化デバイスである。
【０００９】
　請求項４記載の発明によれば、前記螺旋構造が、平坦チューブを含むことを特徴とする
請求項１記載の体液溢出最少化デバイスである。
【００１０】
　請求項５記載の発明によれば、関節内視鏡手術を実行するためのシステムであって、関
節内視鏡装置、および、前記関節内視鏡装置の外径の周囲に配置される体液溢出最少化デ
バイスであって、その内部に排出腔を配置させ、かつ、遠位端、近位端、および、関節内
視鏡装置の上に除去可能的に配置するのに十分な大きさと形状を持つ内径を有する螺旋構
造、および、前記螺旋構造の外面に配置され、前記排出腔と液的に連通する複数の排出口
を含む前記体液溢出最少化デバイスを含むことを特徴とするシステムである。　　　　　
【００１１】
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　請求項６記載の発明によれば、前記排出腔と液的に連通する真空供給源をさらに含むこ
とを特徴とする請求項５記載のシステムである。
【００１２】
　請求項７記載の発明によれば、真空供給源に結合するアダプターをさらに含み、前記ア
ダプターが、前記螺旋構造の近位端に配置されることを特徴とする請求項５記載のシステ
ムである。
【００１３】
　請求項８記載の発明によれば、前記関節内視鏡装置が、滑らかな表面の作業カニューレ
を含むことを特徴とする請求項５記載のシステムである。
【００１４】
　請求項９記載の発明によれば、前記関節内視鏡装置が、ネジ溝付き表面を有する作業カ
ニューレを含むことを特徴とする請求項５記載のシステムである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、関節内視鏡手術の際、体液溢出の最少化を実現する。この体液溢出最
少化デバイスによって、外科医は、一方で近代的関節内視鏡手術用具を使用しながら、同
時に術野周囲の軟部組織から液体を排出することが可能となる。この体液溢出最少化デバ
イスは、カニューレの外面周囲に配置されるのに十分な大きさ、および形状を持つ、中空
の螺旋構造を含む。排出腔と液的に連通する排出口が、この螺旋構造の外面に配置される
。体液溢出最少化デバイスの近位部分には、液体ポート、マニフォールド、および、その
体液溢出最少化デバイス内部の液体流を調節する、他の手段が設けられる。各排出口は、
構造内の、一つ以上の排出腔と連通し、これによって、液体が、術野と、患者の外部に設
置される流出部または流入部の間を流れることが可能となる。この体液溢出最少化デバイ
スによって、外科医は、周辺組織に生じる体液溢出の量を抑えることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について図面に基づいて説明する。
【００１７】
　図１は、体液溢出最少化デバイス２を用いて患者の肩１に対して関節内視鏡手術を実行
する方法の一例を示し、体液溢出最少化デバイスが、患者の肩の関節包３の中に挿入され
るところが示される。様々な解剖学的目印、例えば、患者の鎖骨４、肩甲骨５、および上
腕骨６を含む目印が描かれる。体液溢出最少化デバイス２は、剛性カニューレを有する関
節内視鏡などの関節内視装置７の周囲に配置される。
【００１８】
　肩の関節内視鏡手術の際、外科医は、術野を可視化するために第１ポートを通じて肩に
関節内視鏡を挿入する。外科医が、取り除くべきである、または整形すべきであると判断
した組織を取り除くか、または整形するために、第２ポートを通じてトリミング装置が挿
入される。澄明な視野が維持されるよう、関節を広げるか、および／または術野を還流す
るために、要すれば任意に第３ポートを通じて還流装置を導入してもよい。関節内視鏡手
術において使用される、他の関節内視用具としては、内視鏡、ゾンデ、鉗子、またはキュ
ーレット（shaver）が挙げられる。
【００１９】
　図２は、体液溢出最少化デバイス２の等尺図を示し、一方、図３は、滑らかな表面を有
するカニューレの外径の上に配置される体液溢出最少化デバイス２の断面図である。
【００２０】
　この体液溢出最少化デバイス２は、螺旋状に巻かれた平坦チューブ、または、その他の
螺旋構造８であって、その中に１本以上の排出腔９を貫通させるチューブまたは構造を含
む。この排出腔の中に吸湿性材料を配してもよい。
【００２１】
　螺旋構造の内径１０は、剛性カニューレ、または関節内視鏡装置の外径１１に対して摺
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動可能に密着させるのに十分な大きさと形状を有する。
【００２２】
　排出腔９は、手術部位からの液体流出を受け入れるのに十分な大きさと形状を有する。
螺旋構造の外面には、複数の排出口１２が配置される。
【００２３】
　この排出口１２は、螺旋構造の中に配置される一つ以上の排出腔と液的に連通する。排
出口１２の大きさは、装置のろ過速度を調節するのに使用することが可能である。
【００２４】
　装置のろ過速度とは、装置が、周辺組織から細胞間液を排除することが可能な速度であ
る。
【００２５】
　体液溢出最少化デバイスの近位部分には、流体ポート１３、またはその他のアダプター
が設けられる。
【００２６】
　この流体ポート１３またはアダプターは、真空源、または吸収性材料から成る吸い込み
口を動作可能的に使用することによって、排出腔からの流体の排除を実現する。流体ポー
ト１３は、排出腔９と液的に連通するように、かつ、真空源と液的に連通するように設置
される。流体ポート１３には、体液溢出最少化デバイス内部における、液体の流量および
／または吸収量を調節する他の手段が設けられてもよいし、あるいは、そのような手段に
流体ポート１３が結合されてもよい。この吸収量および流量を調節するための手段は、バ
ルブ、スイッチ、および、コンピュータによる調節システムを含んでもよい。
【００２７】
　螺旋構造８の遠位端１４は、閉鎖末端であり、術野の組織に対する傷害を回避するため
に、その形が弓状となっていてもよい。
【００２８】
　各排出口１２は、一つ以上の排出腔９と液的に連通し、そのため、流体は、術野と、患
者の体外に配置される真空源または吸い込み口の間を流れることが可能となる。排出腔９
と液的に連通する排出口１２はさらに、体液溢出最少化デバイスの螺旋直径の内径にそっ
て配置されてもよい。
【００２９】
　体液溢出最少化デバイス２は、滅菌可能な、生物分解性ポリマー、例えば、ナイロン、
ポリカーボネートウレタン、ポリウレタン、ポリジメチルシロキサン、およびポリエチレ
ングリコールから製造されてもよい。体液溢出最少化デバイス２は、流体供給源、真空源
、関節内視鏡手術用ポンプ、および調節システムを含む完全流体管理システムの一部とな
ることも可能である。過剰圧バルブを、体液溢出最少化デバイス２に動作可能的に結合し
、そうすることによって、関節が関節内視鏡ポンプによって過剰に加圧された場合、デバ
イスの排出腔を開放させ、関節を排液させるにようにすることが可能である。
【００３０】
　図３の断面図に描かれるように、螺旋構造は、ほぼ方形の断面を有する平坦なチューブ
であり、そこに一つ以上の排出腔が設けられる。複数の排出口が、螺旋構造の外面に配置
される。排出口はさらに、各螺旋巻きの間の、螺旋構造の側壁１５（図５参照）にも、螺
旋構造の内径１０にも配置されてよい。内径１０は、関節内視鏡手術装置の外径を受容す
るのに十分な大きさ、および形状を有する。
【００３１】
　図４に見られるように、体液溢出最少化デバイス２は、螺旋構造が関節内視鏡装置の周
囲に配置された場合、該関節内視鏡装置またはカニューレの外径１１の上に摺動可能に密
着し、そのため、該体液溢出最少化デバイスは、関節内視鏡装置に対し取り外し可能に結
合することが可能となる。
【００３２】
　図５は、肩の組織１８における作業カニューレ１６の上に配置された、体液溢出最少化
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デバイス２の長軸断面図を示す。装置は、外科医によって患者の体内に創製された手術ポ
ート１７の中に配置される。螺旋構造の内径のために、体液溢出最少化デバイス２は、カ
ニューレ１６などの関節内視鏡装置の周囲に配置することが可能とされる。関節内視鏡手
術処置の間、加圧流体を用いて、関節が拡張され、手術部位が還流され、組織の出血が阻
止される。加圧流体、血液、および組織破片は、手術部位を囲む肩組織１８から排出口を
通じて排出される。装置２は、手術部位から出て、肩の、周辺の軟部組織に流入する過剰
な流体１９を排出する。
【００３３】
　流体、血液、および組織破片の除去によって、肩組織に残留する液体の量は抑えられ、
それによって、体液の溢出は最少化される。体液の溢出をさらに最少化する試みとして、
体液溢出最少化デバイスのろ過速度は、周辺組織１８のろ過速度よりも高くされる。周辺
組織のろ過速度は、周辺組織が、術野から液体を吸収する速度である。ろ過速度の差は、
手術中関節内の圧を維持するために、約１０％から約１５％であることが好ましい。
【００３４】
　体液溢出最少化デバイス２はさらに、図６に示すように、ネジ溝付き作業カニューレ２
１と組み合わせて使用してもよい。この図では、体液溢出最少化デバイスの螺旋構造は、
カニューレ外面の、ネジ溝２０の山の間に配置される。カニューレ外面に配置されるネジ
溝、またはその他の形状の突稜は、手術時、カニューレが簡単に排除されないように防止
する。ネジ溝付きカニューレ２１および体液溢出最少化デバイスをこのように組み合わせ
ることによって、装置を確保しながら、他方では、過剰な流体を排出するという利点が実
現される。
【００３５】
　装置および方法の好ましい実施態様が、それらが開発された環境を参照しながら説明さ
れたわけであるが、これらの装置および方法は、本発明の原理を単に具体的に例示するも
のであるにすぎない。その他の実施態様および構成も、本発明の精神、および付属の特許
請求の範囲から逸脱することなく工夫することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】体液溢出最少化デバイスを用いて、患者に対し内視鏡手術を実行する方法を示す
図
【図２】体液溢出最少化デバイスの等尺図
【図３】滑らかな表面を有する作業カニューレの外径の周囲に配置される体液溢出最少化
デバイスの長軸断面図
【図４】滑らかな表面を有する作業カニューレの外径の周囲に配置される体液溢出最少化
デバイスの等尺図
【図５】肩の組織における体液溢出最少化デバイスの長軸断面図
【図６】ネジ溝付きカニューレの上に配置された、体液溢出最少化デバイスを示す図
【符号の説明】
【００３７】
　　２　：体液溢出最少化デバイス
　　７　：関節内視鏡装置
　　８　：螺旋構造
　　９　：排出腔
　　１０：螺旋構造の内径
　　１２：排出口
　　１３：流体ポート
　　１４：遠位端
　　１６：作業カニューレ
　　１８：肩の組織
　　１９：流体
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　　２０：ネジ溝
　　２１：ネジ溝付きカニューレ

【図１】 【図２】

【図３】
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